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道
路
運
送
法
七
九
条
の
法
律
に

基
づ
き
福
祉
有
償
運
送
の
【登
録
】

に
向
け
「さ
わ
や
か
」
も
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。 運
転
手
に
は
福

祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
そ
れ
に
伴

な
い
、
各
地
域
で
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
て
い
る
指
導
者
の
た
め
の

「イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
習

会
」
(四
月
二
八
日
・大
阪
市
浪

速
区
)
に
「さ
わ
や
か
」
か
ら
、

山
田
と
岡
が
参
加
し
ま
し
た
。 
こ

れ
は
関
西
s
T
S
連
絡
会
の
主
催

で
行
な
わ
れ
た
国
土
交
通
省
認
定

講
習
で
、
私
た
ち
と
大
阪
府
及
び

近
畿
各
府
県
よ
り
三
六
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

講
習
の
内
容
は
、

①
道
路
連
送
法
七
十
九
条
の
理

解
②
理
定
講
習
要
項

③
セ
ダ
ン
車
商
の
集
降
、
介
助

実
技
 

' 

④
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
心
得

な
ど
で
す
。 

ま
た
そ
の
中
で
、
「利
用
者
の

声
を
開
く
」
と
い
う
こ
と
で
、
「自

立
セ
ン
タ
ー
・〇
S
A
K
A
」
の

藤
井
規
之
氏
が
「移
動
の
自
由
」

と
題
し
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 藤

井
氏
は
、
今
、
自
分
の
意
思
で
動

か
せ
る
の
は
、
目
と
わ
ず
か
に
足

の
一部
と
知
能
だ
け
で
す
。

お
話
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
音
声
を
使

っ
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
大
阪
府
の
健
康
福
祉
部

の
中
村
課
長
が
、
大
阪
府
の
取
り

組
み
と
し
て
、
全
府
下
で
六
っ
の

ブ
ロ
ッ
ク
で
運
営
協
議
会
が
設
立

さ
れ
て
お
り
、
府
下
を
ほ
と
ん
ど

カ
バ
I
し
て
福
祉
有
償
運
送
を
展

開
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
福
祉
車
輌
だ
け
で
は
ま
った

く
数
が
足
り
な
い
の
で
、
今
後
は

セ
ダ
ン
型
も
増
や
し
て
い
く
方
向

だ
と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。 
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S
T
S
と
は
、
ス
ぺ
シ
ヤ
ル
・・ 

Wトランスポート
・サービスの一-

:
略
で
、
「高
齢
者
・障
害
者
な
ど
ー

外
出
の
困
難
な
人
が
、
通
院
・f

1-・い
物
・観
光
な
ど
目
的
は
多
種
多

.0

,那

.様
あ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
f
. 

n
動
手
段
と
し
て
、
リ
フ
ト
付
車
f
. 

,r
な
ど
に
よ
る
、
目
的
地
ま
で
の
・

n
助
も
含
め
た
ド
ア
・ツ
ー
ド
ア
の
言

W
個
別
移
送
・移
動
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
」
V

第
發fa
国

力
ン力
ンー力
ク
ー力
ク
ー

移
送
サ
ー
ビ
ス
徽
底
大
討
論

二
月
二
十
五
日 
(日
) 
に
、
第

十
九
回
移
送
サ
ー
ビ
ス
研
究
協
議

会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
「さ
わ

や
か
」
か
ら
山
田
・岡
・江
頭
が

出
席
し
ま
し
た
。 全
国
よ
り
約
一

〇
〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
は
三
っ
の
分
科
会
、
そ
し

て
午
後
の
全
体
会
は
、
四
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
を
囲
ん
で
の
討
論
会
で

し
た
。【第

二
分
科
会
】

特
、
潤
わ
-a
る
移
動
の
権
利

品｠
"
-
昨今の行整
a策e株相
1 

第
二
分
科
会
は
、
講
師
の
話
を
お

聞
き
し
な
が
ら
質
問
を
し
て
進
行

し
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
、
北

海
道
・北
星
学
園
大
学
助
教
授
の

後
半
は
屋
外

で
介
助
や
ァ
イ

マ
ス
ク
を
使
っ

て
の
介
助
さ
れ

る
側
の
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
祉
車
輌
や
セ
ダ
ン
車
輌
も
使
っ

て
の
乗
降
介
助
実
技
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

道
路
運
送
法
八
十
条
許
可
団
体

(さ
わ
や
か
) 
の
運
転
者
が
認
定

講
習
の
代
わ
り
に
受
講
す
る
講
習

と
し
て
「代
替
講
習
」
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
内
容
や
時
間
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 ま
た
、
「ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
習
'」 
(二
年

毎
の
更
新
時
に
行
な
う
講
習
) も

検
討
中
で
す
。 

析
患
者
は
、
「隣
の
岩
見
沢
市
ま

で
、
七
~
八
〇
キ
ロ
の
道
の
り
を

マイ
ク
ロバ
ス
で
送
迎
し
て
い
る
」

と
大
変
な
窮
状
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
杉
並
区
役
所
保
健
福
祉

部
管
理
課
の
齋
藤
明
代
氏
が
、
移

送
サ
ー
ビ
ス
の
配
車
や
相
談
業
務

な
ど
を
行
な
う
セ
ン
タ
1
設
立
に

向
け
て
の
検
討
事
項
や
進
行
状
況

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【全
体
会
】

移送サft-'ース要
状と

,f
来」sぁ3

「カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
!
移
送

サ
ー
ビ
ス
徹
底
大
討
論
」
と
銘
打

っ
て
行
な
わ
れ
た
討
論
会
で
し
た
。 

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
東
京
ハ
ン
デ
イ

キ
ャ
ブ
連
絡
会
代
表

阿
部

司

氏
、
同
副
代
表
荻
野
陽
一氏
、

島
津
淳
氏
が
、
景
気
低
迷
に
あ
え

ぐ
北
海
道
の
福
祉
や
有
償
運
送
の

実
態
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 
過
疎
化

が
進
む
う
え
に
市

町
村
合
併
で
面
積

が
広
く
な
り
、
満

足
い
く
福
祉
サ
ー
 

ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
現
状

を
話
さ
れ
ま
し
た

ま
た
テ
レ
ビ
な

ど
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
夕
張
市
の
透

一-、・ 
｠
"

サ

-

通

-

 

e
l 

1f
t・ 
o-P 

l｠"

首
都
大
学
東
京
都
市

環
境
学
部
教
授
秋

業

g
DPI
(世

界
障
害
者
協
議
会
) 

日
本
会
議

今
福
義

明
氏
で
し
た
。

移
送
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
と
将
来
の
あ
り

方
に
っ
い
て
討
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

,f

r

,

(裏
面
に
っ
づ
く
) 
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(前
面
か
ら
の
っづ
き
)

議
題
と
し
て
は

▼
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
公
共
交
通

に
な
る
の
か
?

▼
福
社
有
償
運
送
に
二
種
免
許

は
必
要
か

▼
利
用
者
の
ニー
ズ
に
っ
い
て

▼
移
送
サ
ー
ビ
ス
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

P送サjビスは 
-

公

共

き

r華

I
ビ
スは
公
共
義
か
?」

と
い
う
議
題
の
中
で
、

「公
共
交
通
と
は
い
え
な
い
の
で

は
な
い
か
」
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結
膜
炎
も
、
黄
砂
に
よ
っ
て
悪
化

し
ま
す
。 黄
砂
が
皮
膚
に
っ
く
と
、

乾
燥
肌
や
皮
膚
を
刺
激
し
、
ア
ト

ピ
ー
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

黄
砂
は
、
主
と
し
て
中
国
の
乾

燥
地
帯
 (ゴ
ビ
砂
漠
、
タ
ク
ラ
マ

カ
ン
砂
漠
な
ど
) や
黄
土
地
帯
で

強
風
 (偏
西
風
) に
よ
り
吹
き
上

げ
ら
れ
た
多
量
の
砂
塵
が
上
空
の

風
に
運
ば
れ
て
、
日
本
で
降
下
す

る
現
象
を
い
い
ま
す
。

黄
砂
に
っ
い
て
は
こ
こ
数
年
来
、

我
が
国
へ
の
飛
来
回
数
も
増
加
し

て
い
ま
す
。 

黄
砂
の
粒
子
は
直
径
〇
'
- 
mm 

以
下
の
細
か
い
土
の
砂
粒
で
す
か

ら
、
気
道
を
刺
激
す
る
と
、
咳
が

出
ま
す
。 
喘
息
が
あ
る
と
、
発
作

の
悪
化
因
子
に
な
り
ま
す
。 
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
ア
レ
ル
ギ
1
性

* 
三
月
か
ら
五
月
ま
で
黄
砂

が
多
く
、
特
に
四
月
に
多

い
の
で
、
そ
の
時
期
に
は

天
気
予
報
に
注
意
す
る
。

* 
黄
砂
の
多
い
時
期
に
は
外

出
を
控
え
る
。

* 
花
粉
症
対
策
と
同
様
に
、

メ
ガ
ネ
や
マ
ス
ク
を
使
用

す
る
。

* 
洗
濯
物
に
も
注
意
。
黄
砂

の
多
い
日
に
は
、
干
し
た

洗
濯
物
に
黄
砂
が
っ
い
て

い
る
可
能
性
大

な
ど
が
対
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。黄

砂
に
っ
い
て
少
し
で
も
知
っ

て
い
れ
ぱ
対
策
も
可
能
で
す
。
黄

砂
そ
の
も
の
が
、
ど
れ
だ
け
ア
レ

第
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見
:学

2007年4月 27 日

要
年二月二十四日(-

十
三
時
か
ら
、
世
田
谷
区
の
共
同

配
車
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
が
あ
り
、

rさ
わ
や
か
」
よ
り
山
田
、
岡
、

江
頭
の
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
世
田
谷
区
の
補

助
事
業
と
し
て
「っ
く
ば
観
光
交

通
」
が
、
年
間
八
百
十
万
円
の
補

助
金
で
事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

事
務
所
は
、
「八
幡
山
高
齢
者

r公
共
交
通
で
な
い
の
に
講
習
ま

で
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
?
」

r二
種
免
許
の
タ
ク
シ
ー
も
公
共

交
通
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
」r講

習
会
は
安
全
運
転
と
い
う
レ

べ
ル
で
は
な
く
、
利
用
者
の
安
全

輸
送
の
た
め
と
い
う
、
ひ
と
っ
上

の
講
習
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
て
欲
し
い
」 

. 

な
ど
、
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
や

矛
盾
し
て
い
る
と
思
う
こ
と
な
ど

を
パ
ネ
リ
ス
ト
を
中
心
に
活
発
に, 

活
動
・移
動
支
援
施
設
」
に
あ
り

ま
す
。

現
在
利
用
登
録
者
数
三
百
四
十

五
人
 (四
月
十
二
日
現
在
) 
、
加

盟
事
業
者
二
十
三
団
体
が
登
録
し
、

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
は
、
セ

ン
タ
ー
長
、
相
談
員
、
配
車
係
り

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
主
な
業
務

と
し
て
は
、
①
配
車
②
相
談
③
研

修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

,'窓
ロ
f
｠
"
『お
路い'':-

共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
と
し
て
窓

ロ
を
一本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
や
区
役
所
に
と
っ
て
は
利

便
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

問
題
点
と
し
て
、
利
用
料
金
が
事

業
所
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
い
ず

れ
は
問
題
が
起
こ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 
(現
在
は
複
数
の

事
業
者
を
使
っ
て
い
る
利
用
者
が

い
な
い
)

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
悩
み
と
し

て
、
利
用
者
の
声
が
聞
こ
え
な
い
、

と
い
う
問
題
が
挙
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。 今
後
そ
の
声
を
ど
う
聞
い

-・、
.、-、
・1/, 

て
し
く
力
 
ー
ン

タ
ー
が
利
用
者
に

ル
ギ
ー
に
悪

影
響
が
あ
る

の
か
は
個
人

しー一一」゙◆;
,、、

と
つ
て
使
い
や
・・i 'lj

い
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
検
証

し
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

主力--<
--【-.--、

正
確
な
デ
ー
タ
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。 
た
だ
、
黄
砂
の
時
期
に
ア

レ
ル
ギ
ー
が
悪
く
な
る
の
は
要
注

意
で
す
。(イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
) 


